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●関連リンク

・防火防音措置材　ヒートメルサイレンスＣＰ　床スラブ貫通部からの振動を低減

・床スラブ貫通部からの振動伝達 　ＣＰジョイントとＨＱジョイントの比較

・ＨＱ１２５対応防火措置工法　ヒートメルサイレンスＣＯＲＥ

 ヒートメルサイレンスＣＯＲＥは、消防庁告示第４号による（財）日本消防設備安全センター評定KK 19-110号(評18-
078号)を取得しています。

  上記から、技術資料・施工要領書を改訂しましたのでお知らせします。

●消防庁告示第４号については下記をご覧下さい。
　http://www.fdma.go.jp/html/public/iken/pdf/050217-4.pdf
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給排水管床貫通部の防火防音措置工法 
 
 
 
 

 技術資料・施工要領書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



※ 

1.ヒ－トメル-サイレンス CORE について 

給排水管・排水用特殊継手等が防火区画の床を貫通する部分には、建築基準法で規定さ

れた防火措置を行うことが義務付けられております。一般的には、配管の周囲をモルタル

で埋め戻す方法が行われておりますが、モルタルで埋め戻す方法では、躯体を伝わる流水

音（固体伝播音）による騒音の影響を避けられません。 

ヒ－トメル-サイレンス CORE を用いた防火措置工法は、区画貫通部の耐火性能と固体伝

播音の低減が図られる工法です。ヒ－トメル-サイレンス CORE を排水用特殊継手等に巻き

付けることにより、躯体に伝わる固体伝播音を低減し、しかも火災時には延焼防止及び漏

煙防止がはかれます。 

 

ヒ－トメル-サイレンス CORE には CP・HQ(100A)用、HQ(125A)用、LJL 用があります。 

 

2.特 長 

★ 施工が簡単です 

・施工は、スポンジ状の粘着シ－トを管に巻き付けて、ビニルテ－プを巻いた上から

モルタルで開口部内に埋め戻すだけで完了です。 

・工具の必要もなく、短時間で施工できます。 

 

★ 騒音低減性能に優れています 

・躯体に伝わる固体伝播音を大幅に減らすことができます。 

・優れた防音効果が得られます。 

 

★ コストダウンできます 

・防音措置が簡略化でき、ト－タル施工コストの低減化が図れます。 

 

★ 防火性能が優れています 

・火災時には、「ヒ－トメル-サイレンス CORE」が膨張し貫通穴を塞ぎ、隣室への火災

の拡大を防ぎます。 

・国土交通大臣認定 PS060FL-0333 を取得しています。 

・（財）日本消防設備安全センタ－評定 KK 19-110 号（評 18-078 号）を取得していま

す。 

共住区画に関する（財）日本消防設備安全センタ－評定は、2007 年 4 月に切り替わり、KK 19-110 号 

（評 18-078 号）のみとなりました。 

 

 

 

 

 

※ヒ－トメル-サイレンスCOREは、㈱小島製作所の排水用特殊継手用の防火防音措置材です。 

 



3.構 造 

建築物の床開口部を給排水管が貫通する

場合、当該部分においてヒ－トメル-サイ

レンスCOREで配管の貫通部分外周を覆い、

周囲をモルタルで埋め戻して固定する構

造で、十分な防音性能、延焼防止性能を有

する工法です。 

【ﾋｰﾄﾒﾙｻｲﾚﾝｽ CORE について】 

ヒ－トメル-サイレンス CORE は、熱・炎に

より素早く膨張し、断熱性のある炭化物に

変化します。火災時に膨張し、貫通穴を塞

いで火炎・煙・有毒ガス等の進入を防ぎま

す。 

 

 

項  目 代 表 特 性 

膨張開始温度 約 120℃ 

顕著な膨張を示す温度 約 260℃ 

膨張倍率 4～8 倍 

金属腐食性 鉄・銅・黄銅・SUS 異常無し 

耐水性 水道水浸漬１ヶ月異常無し 

耐候性 屋外暴露 3000ｈｒ異常無し 

 

4.仕 様 

●品 番 

品番 部材種類 入数（本） 付属品（ビニルテ－プ）

CP・HQ100A ８巻 

HQ125A 

矩形ピ－ス、扇形ピ－ス、 

三日月ピ－ス、横枝管ピ－ス 
２０組分 

１０巻 

LJL 矩形ピ－ス、帯状ピ－ス ２０組分 ４巻 

 

 

●必要部材数 

必要部材数は、施工する継手の枝管本数により、異なります。 

CP,HQ の部材種類（1 箇所あたり） 

矩形ピ-ス 扇形ピ－ス 三日月ピ－ス 横枝管ピ－ス 

１ １ ｍａｘ３ ｍａｘ３ 

 
LJL の部材種類（1 箇所あたり） 

矩形ピ-ス 帯状ピ－ス 

１ ｍａｘ３ 

標準施工図（排水用特殊継手） 



5.耐火性能 

 

下図試験体（代表例）に対して、（財）建材試験センタ－にて 1 時間の耐火性能評価試験

を実施し、国土交通大臣認定および（財）日本消防設備安全センタ－評定を取得していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通大臣認定 PS060FL-0333（125A 以下対応） 

（財）日本消防設備安全センタ－評定 KK 19-110 号（評 18-078 号）対応 

管種 最大径 最大開口サイズ 最小床厚さ 

鋳鉄製管継手 180ｍｍ φ260 

鋳鉄管 140ｍｍ 

DVLP 139.8ｍｍ 

ステンレス鋼管 139.8ｍｍ 

耐火二層管 156ｍｍ 

φ182 
180ｍｍ 

 

共住区画に関する（財）日本消防設備安全センタ－評定は、2007 年 4 月に切り替わり、KK 19-110 号 

（評 18-078 号）のみとなりました。 

 



6.防音性能 

 

① モルタル充てん工法との騒音レベル比較デ－タ 

表に、施工状態の比較を示します。比較する一般工法は排水用特殊継手をモルタル

のみで埋め戻す工法です。また、排水立て管の遮音仕様および壁の仕様が異なり、ヒ

－トメル-サイレンス工法の仕様より遮音性において有利な状態となっています。 

区分 比較工法 ヒ－トメル-サイレンス工法 

貫通部措置 モルタル ヒ－トメル-サイレンス 

排水立て管の遮音 
グラスウ－ル 24Ｋ＠25ｍｍ 

遮音シ－ト＠1ｍｍ巻き 
なし 

遮音壁 
石膏ボ－ド＠9.5ｍｍ２重張 

グラスウ－ルボ－ド 32Ｋ＠40ｍｍ

石膏ボ－ド＠9.5ｍｍ 

グラスウ－ルボ－ド 32Ｋ＠40ｍｍ

施工図 

  
測定については、直上階より、便器から定量の排水（n=5 回排水の平均）および代

用汚物を混ぜた排水（n=20 回排水の平均）を流したときの騒音について遮音壁を

通した室内で測定し、比較しています。 
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モルタル充てん工法 ヒ－トメル-サイレンス工法

 

騒音レベル比較 

 

排水音、代用汚物を混ぜた排水音ともに、ヒ－トメル-サイレンス工法で、騒音レベ

ルが低下している結果が得られています。 

 

騒音レベルの大きな改善



② ロックウ－ル充てん工法との騒音レベル比較デ－タ 

表に、施工状態の比較を示します。比較する工法は排水用特殊継手をロックウ－ル

で埋め戻す工法で、排水立て管の遮音仕様、壁および床の仕様を両工法ともに、同じ

にしております。 

区分 比較工法 ヒ－トメル-サイレンス工法 

貫通部措置 ロックウ－ル ヒ－トメル-サイレンス 

排水立て管の遮音 
グラスウ－ル 25ｍｍ 

遮音シ－ト 
同左 

遮音壁 石膏ボ－ド 12.5ｍｍ+9.5ｍｍ 同左 

 

 

 

 

施工図 

 

 

 

 

  

 

測定については、直上階より、便器から定量の排水（n=5 回排水の平均）および代用

汚物を混ぜた排水（n=20 回排水の平均）を流したときの騒音について遮音壁を通した

室内で測定し、比較しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

騒音レベル比較             騒音継続時間比較 

 

 

 

騒音レベルに有意な違いは見られませんが、騒音の継続時間を比較した場合、ヒ－

トメル-サイレンス工法は、より短い時間で騒音が収まることが確認できました。 

 

●右記の技術レポート→ 

もご参考下さい。 
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ロックウ－ル充てん工法 ヒ－トメル-サイレンス工法
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ロックウ－ル充てん工法 ヒ－トメル-サイレンス工法

※－10ｄＢ時間は、ピ－クレベルより 10ｄＢ

下回る騒音レベルの継続時間を示す。

約 30％の改善



 
7.施工手順 

 ① CP・HQ(100A)用、HQ(125A)用 

施工にあたっては防火区画等で給排水管が貫通する部分にあらかじめ開口部を設置して

おく必要があります。開口部の設置に際して事前に現場管理者と十分な打ち合わせを行い、

必要に応じた開口部の設置や、躯体強度を考慮した上での鉄筋補強の必要性等、協議の上

調整して下さい。 

 

● 開口部の寸法 

開口部は管の外径に合わせ、鋳鉄製管継手についてはφ260mm以下、鋳鉄管、DVLP、ステ

ンレス鋼管および耐火二層管については直径φ182mm以下で、後工程のモルタル埋め戻し作

業が行い易い寸法とします。 

 



 

 
 
 ② LJL 用 

 
 
 



 


